
 
 

—和歌山県における聴覚障害児を取り巻く医療・教育・福祉の取り組み— 

 

聴覚障害における早期発見・早期支援の大切さと 

医療・教育・福祉の取り組みを、 

広く県民・関係者の方にわかりやすくご紹介いたします 
 

日時：２０２０年３月８日（日）１４：００〜１５：３０(開場１３：３０) 

会場：和歌山県立医科大学 講堂 

対象：県民の方から専門職の方まで（手話通訳あり） 

参加費：無料（申し込みは不要です） 
 

主催者挨拶 
  保富 宗城（日本耳鼻咽喉科学会和歌山県地方部会 会長） 

講演１ 医療の取り組み 

 「医療現場での新生児聴覚スクリーニング検査とその後のフォロー体制」 
  酒井 章博（さかい耳鼻咽喉科クリニック 院長） 

 「重度聴覚障害児に対する最新の医療について―人工内耳を中心に―」 
  河野 正充（和歌山県立医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 助教） 

 

講演２ 教育の取り組み 

 「乳幼児の早期支援とろう学校のセンター的機能について」 
  三反田 多香子（和歌山県立和歌山ろう学校 校長） 

 

講演３ 行政の取り組み 

 「新生児聴覚検査の国の動向と和歌山県での取り組みの方向性」 
  尾崎 裕美（和歌山県福祉保健部健康局健康推進課 母子保健班長） 

 

 

主催：和歌山県難聴児支援協議会 

後援：和歌山県 

 和歌山県教育委員会 

 一般社団法人日本耳鼻咽喉科学会和歌山県地方部会 

 一般社団法人和歌山県医師会 

 

お問合せ先 
 和歌山県立和歌山ろう学校 

 耳の日公開講座担当 

 電話：０７３−４２４−３２７６ 

 FAX：０７３−４２４−０３１０ 

車でお越しの際は附属病院の 

立体駐車場をご利用ください 

（１時間１００円） 

会場 


